
 
平成２９年１２月１４日 

港 湾 局 技 術 企 画 課 

国土技術政策総合研究所 

 

埋立地等における地盤改良工事について地盤改良効果の評価手法の検討を行います 

～「第３回埋立地等における薬液注入工法による地盤改良工事に関する検討委員会」を開催～ 

 

 

 

 

 

 

※薬液注入工法とは、時間の経過とともに硬化する恒久薬液を地盤内に注入し、地盤を固結させる工法で、地震による

液状化防止などを目的として採用される地盤改良工法の１つです。 

 

地盤改良工事は、地中を対象とした施工となり、施工途中及び施工後に工事目的物を直接確認

することが困難であるため、工事を適切に行うためには、地盤改良前、施工中、地盤改良後の各

段階で地盤状態を適切に確認することが重要です。 

今年度の委員会では、地盤の不均一性が大きいと考えられる埋立地等を対象とした薬液注入工

法による地盤改良工事について、地盤改良効果の定量的評価手法に関する技術的検討を行います。 

 

記 

 

１．日時：平成２９年１２月１９日（火）１６：００～１８：００ 

２．場所：国土交通省 ２号館 低層棟 共用会議室２Ｂ 

３．議題 

地盤改良効果の定量的評価手法について 

４．委員名簿 

 ・別紙１を参照下さい。 

５．その他 

・本委員会は非公開ですが、委員会冒頭のカメラ撮りは可能です。 

・カメラ撮りを希望される方は、１２月１８日(月)１５時までに、別紙２の申込書を FAX にて

提出願います。 

・カメラ撮りを申し込まれた方は、当日１５：５０までに直接会場までお越し下さい。 

・会議の議事概要は、後日、国土交通省のホームページにて公表する予定です。 

                  

【問合せ先】港湾局 技術企画課 熊野、加藤 

TEL：03-5253-8111(代表)(内線 46535・46534)／03-5253-8905(直通) 

FAX：03-5253-1652 

港湾局では、昨年度、「埋立地等における薬液注入工法(※)による地盤改良工事に関する検

討委員会」を立ち上げ、同工法による地盤改良工事について、より適切な地盤の評価方法等に

関する技術的検討を行っています。 

第３回委員会では、昨年度に議論された同工法による地盤の評価に関する課題を踏まえ、地

盤改良効果の定量的評価手法について検討を行います。 



 別 紙 １  

 

埋立地等における薬液注入工法による地盤改良工事に関する検討委員会 

 

 

委 員 名 簿 

 

（委員長） 

  善  功企  九州大学大学院 工学研究院 特任教授 

 

（委 員）（五十音順、敬称略） 

  春日井康夫  (一財)沿岸技術研究センター 代表理事・専務理事 

 

  澤田 俊一  (一社)全国地質調査業協会連合会 

技術委員会 ワーキング委員 

 

  末政 直晃  東京都市大学工学部 都市工学科 教授 

 

   林 健太郎  (一社)日本埋立浚渫協会 

技術委員会 埋立地の地盤改良に関するＷＧ座長 

 

  山﨑 浩之  (国研)海上・港湾・航空技術研究所 

港湾空港技術研究所 特別研究主幹 

 



 別 紙 ２  

 

第 3 回埋立地等における薬液注入工法による 
地盤改良工事に関する検討委員会 

 

 カメラ撮り申込書  

 

カメラ撮りを希望される方は、下記宛先まで FAX にて申込書の提出をお願いし

ます。 

 

送 付 先：国土交通省 港湾局 技術企画課 

熊野、加藤 宛 

F A X 番 号：０３－５２５３－１６５２ 

申 込 期 限：１２月１８日(月)１５：００締切 
 

 

■所属 

 

■氏名 

 

■連絡先(電話番号) 

 

 

※カメラ撮り当日は、１５：５０までに、直接会場(国土交通省 ２号館 低層棟 

共用会議室２Ｂ)前までお越し下さい。 

※カメラ撮りは、委員会の冒頭まで可能です。 

※会場では、担当者の指示に従っていただくようお願いします。 
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